
　私たちの「同窓
会」は、母校の教
育学部内に本部を
置き、①教育の振
興　②母校の支援
　③同窓生の連携
や交流の促進を念
頭に活動してきて
います。近年は、特
に「母校やその学

生、卒業・修了生の応援団」としての活
動に力を入れてきました。
　令和２年度は、新型コロナウイルス
の感染拡大によって社会全体と共に母
校も非常事態に陥り、同窓会も通常と
異なる活動をすることになりました。
　まず、コロナ禍で苦しむ母校と学生
の支援のために、急遽「100万円」の
特別寄附をし、さらに、先輩達に募金
を行って「180万円」の浄財を集め、
贈呈しました。募金を通して、多くの
先輩の母校への熱い思いが伝わってき
ました。
　通常の同窓会活動は、「ほっと一息
カフェ」「ホームカミングデー」等の
一部を中止・延期としましたが、多く
は、縮小や変更して継続し、事務局も
一年間休まず開設することができまし
た。
　私たちの母校は、約３万人の卒業生
を送り出しています。社会のあちこち
で先輩に遭遇することでしょう。地域
ごとに「同窓会支部」があり、新しい
人生の学びが生まれることが期待され
ます。
　私たちの同窓会は、母校との繋がり
を大切にして、在学中から生涯にわた
る付き合いを続けたいと考えていま
す。

（昭36卒）

島根大学 教育学部同窓会
会 長　有馬毅一郎

　「目の前の子
どもの“あるがま
ま”を受け止める
こと。」
　学部を卒業し
た先輩先生の講
義を聞く機会が
ありました。学
校現場での実際
の経験談ととも
に語られたこの
言葉が強く印象

に残っています。このようなお話を聞くことは
学校現場の様子を具体的に知ることができると
ともに、教師としてどのような姿勢で子どもに
関わっていくかを、深く考える機会にもなりま
した。
　このほか、学部同窓会は教師を目指す私たち
のために多くの支援をしてくださっています。
同窓会の皆さんが私たちの学びを応援してくだ
さることを非常に心強く感じます。　

教育学部３年
原田奈央（自然環境教育専攻）
＝左、原田菜月（数理基礎教育専
攻）＝右

　出雲支部は会員の多い
支部の一つです。今年度
も多くの卒業生が私たち
の仲間に加わりました。
教育現場では、新型コロ
ナウイルス感染症対策な
どで大変な毎日ですが、
同窓生の方は各学校で活
躍されています。
　出雲支部では、平成30
年 に 出 雲 支 部 の 企 画 で
「夏井いつきの俳句ライブ」を開催し、多く
の会員の方と楽しいひと時を過ごしました。
また、同窓会出雲支部の助成金の積立の有効な
使途として、平成23年度から「免許更新対象者
への助成金」を給付しています。
　卒業生の皆さんも同窓生として一緒につな
がりを創っていきましょう。 　　（Ｓ60卒）

同窓会出雲支部
理 事　園山暢男
（出雲市立鰐淵小学校校長）

ご
入
学
、
ご
卒
業
・
修
了
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

同窓会は
みなさんの「応援団」

同窓会からの支援

同窓会とのつながり
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各企画の
開催については
HP、広報誌で
確認して
ください。

入学生のみなさん、事務室が学部棟G23号室にありますので、お立ち寄りください。（
火・金曜日

午後、在室しています。）
卒業・修了生のみなさん、社会に出ても、母校、教育学部をお忘れなく、メール、電話

（留守電

も）、郵便などお待ちしています。また、母校にお越しの節はお立ち寄りください。

同窓会事務室
〒690-8504　松江市西川津町1060　島根大学教育学部内　G23号室

E-mail：e-dousoukai@edu.shimane-u.ac.jp　電話（留守電）ＦＡＸ：08
52-32-6297

同窓会事務室
事務局員

山田 幸子 さん

新入学生の
みなさんへ

○教育学部在学中の同窓会準会員費として入学
時に2,000円を納入していただくことになって
います。

○同封の、払い込み料加入者負担郵便振替用紙
で「島根大学教育学部同窓会」あてに送金し
て下さい。

○不明な点は、事務局にお尋ねください。

新卒業・修了生の
みなさんへ

○卒業・修了初年度の正会員としての同窓会費
を納入して下さい。

○年会費は2,000円です。
○各専攻・コースの同窓会連絡委員のかたに卒

業修了前に集金をお願いしています。

○以後、毎年、個人で、または支部を通して納
入下さい。

新入生の方には、入学前に各ご家庭あて、文書で依頼・お
願いしております。

未納の方は、なるべく早く事務局まで。なお、一年後、個
人会員の方は、個人で納入手続きが必要となります。

入学前に準会員費を納入下さっていない新入生は事務局ま
で。

「支部」については、事務局にお問い合わせ下さい。
岡山・島根を除く、中国地方の支部は、只今、開設準備中です。

私たちは、卒業・修了し、社会に出ます。

印刷：（有）黒潮社

「会費」納入の手続きはお済みでしょうか

同窓会事務局を大いに活用してください

教職大学院生　石川　和美 （H８卒  浜田市立雲城小学校勤務から教職大学院に入学、R２修了予定）

　教育学部を卒業後，島根県の教員となって二十数年。もう一度，学び直しをしたくなり教職大学

院に入学しました。現場や自分を見つめ直す日々は，貴重な経験であり大きな財産となりました。

人とのつながり，大学とのつながりを大切に，今後も学び続けたいと思います。

「準会員」から「正会員」に

　
 

　私の夢は、生まれ育った隠岐の島をこれからも存

続・発展させていくことでした。そして島根大学に

入り、教員として隠岐の島の力になりたいという思

いが芽生えました。島根大学では島根は勿論、地

域の教育に関する情報を詳しく知ることが出来ま

す。ぜひ島根大学で学び、地域の力になれるような

人を目指してください。

４年　井上　響　
（2020年４月からは、

　　　　島根県の公立小学校教員）

　
 

　大学での学びはとても有意義であり、直にたくさ

んの人との関わりを通して考えたことは、これから

の人生に必ず生きると思っています。４年間という

限られた時間の中でどれだけのことを学べるかは、

学ぶ側の姿勢にかかっています。皆さんの大学生活

が、豊かになることを願っています。

４年　青木　爽４
（2020年４月からは、島根大学大学院
　　　　教育学研究科臨床心理専攻に進学）

ご入学おめでとうございます　仲間として歓迎します

ご卒業・修了おめでとうございます　末永くおつきあいを

「同窓会」をご一緒に共に学びましょう

島根大学教育学部
同窓会理事長

原　広治

　管　百華

　大量の情報に簡単にアクセスできる、楽

で便利な時代となりました。しかしその一

方で、「事実」や「真実」に出会うには、自

ら考え工夫する手間隙（暇）と、「自分」を

超えた経験や智慧のある「他者（仲間）」

との語らいが必要のようです。

　卒業･修了や入学といった新しい生活を

迎えられる今、そこで出会う人たちやこれ

まで出会った同窓の仲間たちと共に語り合

い、「大いなる今」が積み重なっていかれ

ることを願っています。

　そんな「今」を、学部同窓会が応援しま

す。ぜひ私たちとご一緒に。
（Ｓ56卒　教職大学院教授）

　同窓会企画の「やって来ました。先輩先生！」に参加しま

した。ＯＢの先生のお話を聞いて、私自身の今までの子ど

もの関わり方、これからの自分の姿について考えることが

できました。
　大学の授業でも「子どもの立場になって考える」「子ども

の目標になる」と言われますが、実際にどういうことなのか

分かった気がしました。
　新入生の皆さん、目標に向かって共に頑張りましょう。

実社会での活躍を期待します

特別支援教育専攻
　２年

大坂　慎也
 Society5.0社会に向けIoTやAIの重要性が叫ばれている今

だからこそ、人と人とのつながりはますます大切になってき

ます。人と人との協働により、これからの変化の激しい社会

にイノベーションを生み出せるよう、ともにがんばりましょ

う。仲間とのつながりを大切に。皆様のご活躍を期待して

います。（Ｈ10卒）

島根県教育庁教育指導課
指導主事

島根大学教育学部同窓会広報紙 2020年１月22日発行
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今年度の「ホームカミングデー」（10月予定）は中止と致します。

今年度の「ホームカミングデー」（10月予定）は中止と致します。

今、大学は、学生たちは
コロナ下の大学生活教育学部学生教育担当

副学部長

川路　澄人
　若宮　将司

　新型コロナウィルス感染拡大により３月の卒業式は中止に。卒業生たちは晴着を着ること、友だちに直接サヨナラを伝えることもなく新しい生活へ旅立ちました。新入生も入学式が中止となり、同級生と初対面するオリエンテーションは「３密」を避けるため２会場に分かれて実施しました。その後も１年生は大学構内に２回しか入ることなく、オンラインで講義を受ける日々が続きました。大学のみが対面授業を再開しないことが話題になっていますが、実際には高いハードルが幾つもあります。教育学部では厳密なガイドラインを作成し、８月末から教員養成に重要な教育実習を附属学校で開始すると共に、後期は実習系を中心に一部の講義での対面再開を準備しています。

　広島県の教員採用試験が、一次中止、二次日程での面接と専門科目の筆記試験となりました。例年と異なり、筆記と面接の対策を同時進行させることが精神的負担でした。アルバイトも１つ辞めることを余儀なくされ、生活費も大変でした。また、卒業研究もオンラインで行うなど日常生活を大きく変えなければならないことに戸惑いと不安を抱えて過ごしていますが、コロナ対策を十分に行いながら、残りの大学生活を充実させていきたいと考えています。

学校の様子

共生社会教育専攻
　４年

米田　靖幸　新型コロナウイルス感染に伴い、運動会や学習発表会、部活動や各種大会、保護者等への授業公開、異校種や地域の方との交流など多くの人が集まる行事等は中止したり、内容を縮小し外部からの来校者を制限して実施したりしています。その中でも、子どもたちはウィズコロナの時代を見据えて、「このようなことはできるかな。」「このようにしたらできるかな。」など自分たちにできることを工夫して、前向きに学校生活を送っています。　　　　　 （Ｓ59卒）

教育学部同窓会　松江支部長（古志原小学校 校長）
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を
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お知らせ
編集担当   大給  坂根  有馬

印刷（有）黒潮社
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　「これまでに経験したことのない」新型コロナ禍の中にあって、母校教育学部も学
生たちも非常事態に陥っています。　学生の暮らしも急変し、授業や友との語りはオンラインとなり、対面で行われる
様々な体験活動やサークル活動は中止となり、仲間との談笑の機会までも奪われる状
況となっています。なかには親元からの仕送りやアルバイト収入が激減し、毎日の生
活を維持することも難しくなった学生も現れてきました。　そこで、同窓会では困窮する教育学部生や学部を支援するため、特別会計より100万円の緊急寄附を行いました（５月15日）。 　しかし、学生の日常は大変厳しい状況が続いていることから、

さらなる支援が必要と考え、本会会員の皆さまに対し、学生の学
びと生活を守るための募金を６月からお願い致しました。８月24
日までに集まった180万円もの浄財を教育学部･加藤寿朗学部長に
対し会員（有志）からの寄附として贈呈いたしました（９月10
日）。ご協力くださいました会員の皆さまの御厚志に対しまして
心より感謝申し上げます。

　“教育学部（生）とその卒業生の応援団”である同窓会としては、今後も学生支援を継続して行うとともに、今

年度の事業についても、状況をみながらですが、できることをできるカタチで進めてまいります。引き続き、様々にご支援、ご協力をいただきますようお願い申し上げます。（Ｓ56卒　教職大学院教授）

教育学部同窓会　理事長
原　　広治

母校、困窮学生を支援しよう！

コロナ禍における学生支援、学部支援ありがとうございます。

― 緊急、「100万円」「募金180万円」を寄附しました ―
寄附・募金の報告

募金収支報告（決算…8月24日〆切分）●募金者・団体数（終身会員・支部等） ………     272名●募金総額 …………………………… 2,011,494円●諸経費 ………………………………… 143,515円●学部への贈呈額 ……………………  1,800,000円●残余金 ……………………………………   67,979円

　島根大学では、新型コロナウイルス感染症の影響拡大に伴い、令和２年度前期の
全ての授業を原則としてウエブ等を活用した遠隔授業で実施しました。不慣れな遠
隔授業による学修や友達との関係づくりが十分にできない大学生活の中で、学生並
びに保護者の皆様にご不便やご迷惑をおかけしてきたところです。学部として十分
な学修支援、環境整備ができていない状況の中、本年５月に教育学部同窓会よりご
寄附を頂き、遠隔授業用のノートＰＣ（６台）・タブレット（10台）を学生に貸し
出すことができました。また９月には、有馬同窓会長のお声がけで実施された「学

生支援のための募金」による多額のご寄附も頂いたところです。同窓会の皆様のご厚情に心より感謝申

し上げます。同窓会に支えられ、同窓会と共に歩む教育学部であることをあらためて実感しました。

　今後も引き続き学生の学修をしっかり支援するように最大限努めてまいります。同窓会の皆様には、

益々のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

教育学部長 加藤　寿朗

島根大学教育学部同窓会広報紙
2020年９月23日発行 Leaf＠同窓会

No.12（特別縮小版）新型コロナウイルス禍のため、この「Leaf ＠同窓会 No.12｣ は、特別縮小版（２ページ）としています。
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新しい附属学園
「附属義務教育学校開校にあたって」

教育学部
最前線

「令和」を迎えて「平成」を振り返る
「平成時代の『私の学生生活の思い出』」特　集
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学生生活を応援 同窓生の連携や交流を支援

〝こんにちは先輩先生″では、
先輩の勤務する学校へ出
かけ、授業を見たり先輩
の話を聞いたりします。大

学の授業に来てもらうことも
あります。

　会員の集まりに助
成をしています。詳
しくは事務局にお問
い合わせください。

各支部活動へ助成を行っています。支部の
一員として、あるいは個人会員として是非
ご参加ください。

年１回同窓生が大学
に集まり、講話を聴
いたり情報交換をし
たりして交流を深め
ています。参加をお
待ちしています。

「同窓会誌」年１回
「Ｌｅａｆ＠同窓
会」年２回会員の皆
様に届けています。

４年に１回発行しています。
会員限定で販売しています。
（最新2020年版）

困っている学生
へ大学を通して
ＯＢが支援をし
ています。

研究・部活動・社会的活動などで
学部から推選のあった学生へ激励
金を渡しています。

毎月第４火曜日の午
後事務局で無料の
「ティーサロン」を
開いています。
一人で、友達と、気
軽に立ち寄ってみてく
ださい。

入
学
生
に
は
在
学
生
と
共
に
同
窓
会
の「
準
会
員
」と
し
て
様
々
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
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新入学生のみなさんへ
●教育学部在学中の同窓会準会員費として入学時に
2,000円を納入していただくことになっています。
●同封の、払い込み料加入者負担郵便振替用紙で「島
根大学教育学部同窓会」あてに送金して下さい。
●不明な点は、事務局にお尋ねください。また、未納
の場合は、入学後でも事務局に納入してください。

新卒業・修了生のみなさんへ
●卒業・修了時に、初年度の正会員としての同窓会費を
納入して下さい。

●年会費は2,000円です。
●各専攻・コースの同窓会連絡委員のかたに集金をお願
いしています。

●以後、毎年、個人で、または支部を通して納入下さい。

教員を目指すを応援

学生生活への支援

がんばる学生へ激励金

ほっと一息カフェを開催

同期生会などへの助成

同窓会支部活動への支援

ホームカミングデーを開催

広報誌を発行

同窓会名簿を発行

編集担当：大給 ・坂根・有馬 印刷（有）黒潮社

入学生のみなさん、事務室が学部棟G23号室にありますので、お立ち寄りください。（火・金曜日午後、在室しています。）
卒業・修了生のみなさん、社会に出ても、母校、教育学部をお忘れなく、メール、電話（留守電も）、郵便などお待ちしていま
す。また、母校にお越しの節はお立ち寄りください。

同窓会事務室 事務局員

山田 幸子 さん

同窓会事務局を大いに活用してください

❷


